
　

大
妻
女
子
大
学
博
物
館　

特
別
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

会
期
：
二
〇
二
四
年
六
月
二
日
㈰
～
七
月
六
日
㈯

　
日
本
文
学
関
係
貴
重
書
展
示
　
梶
井
基
次
郎
と
そ
の
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
説
資
料

特
別
展
の
開
催
に
あ
た
っ
て

　

梶
井
基
次
郎（
一
九
〇
一—

一
九
三
二
）
は
若
く
し
て

こ
の
世
を
去
り
、
発
表
し
た
作
品
も
決
し
て
多
く
は
な

い
。
し
か
し
彼
の
作
品
は
、
日
本
の
近
現
代
文
学
に
鮮

や
か
な
足
跡
を
残
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
読

者
を
獲
得
し
続
け
て
い
る
。
な
か
で
も
、
短
篇
小
説「
檸れ

檬も
ん

」（
一
九
二
五
）
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
教
科
書
教
材

に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
幅
広
い
世
代
に
親
し
ま
れ
て
き

た
。
今
回
の
特
別
展
で
は
、
彼
の
代
表
作
で
も
あ
る
小
説

「
檸
檬
」
の
成
立
過
程
が
窺う

か
が

え
る
自
筆
原
稿
類（「
秘
や
か

な
楽
し
み
」
等
）
や
作
品
タ
イ
ト
ル
に
言
及
し
た
書
簡（
淀

野
隆
三
宛
書
簡
）
の
ほ
か
、
戯ぎ

曲き
ょ
くや

習
作
等
の
草
稿
を
展

示
す
る
。
ま
た
併あ

わ

せ
て
、
梶
井
と
同
時
代
に
活
躍
し
て
い

た
作
家
た
ち
の
当
時
の
自
筆
原
稿
や
単
行
本
を
取
り
上
げ

る
。

　

梶
井
が
創
作
活
動
を
本
格
化
さ
せ
る
一
九
二
〇
年
代
か

ら
三
〇
年
代
は
、
社
会
と
芸
術
文
化
の
あ
り
よ
う
が
様
々

な
観
点
か
ら
問
い
直
さ
れ
、
新
し
い
表
現
活
動
が
創
作

ジ
ャ
ン
ル
を
ま
た
い
で
競
い
合
う
よ
う
に
生
ま
れ
て
い
く

時
代
で
も
あ
っ
た
。
関
東
大
震
災（
一
九
二
三
）
を
挟
む

こ
の
時
期
は
、
都
市
産
業
構
造
の
変
化
や
出
版
市
場
の
活

性
化
を
背
景
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
や
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文

学
が
隆
盛
す
る
ほ
か
、
詩
歌
、
大
衆
文
学
、
評
論
、
演
劇

な
ど
が
多
様
な
展
開
を
遂
げ
る
。
こ
こ
に
出
展
し
た
の
は
、

そ
の
中
で
新
た
な
表
現
を
切
り
拓ひ

ら

い
て
い
っ
た
書
き
手
た

ち
の
著
作
で
あ
る
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
装
丁
の
単
行
本
や
、

一
字
一
句
の
表
現
に
推す

い

敲こ
う

を
重
ね
た
原
稿
に
は
、
そ
う
し

た
時
代
の
息
吹
き
も
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
企
画
）
大
妻
女
子
大
学
文
学
部　

教
授　

木
戸
雄
一

准
教
授　

井
原
あ
や

准
教
授　

塩
野
加
織

（
協
力
）
大
妻
女
子
大
学
名
誉
教
授　

杉
浦
静

1　

「秘
や
か
な
楽
し
み
」
草
稿

梶
井
基
次
郎

縦
十
六
・
九
㎝ 

横
二
〇
・
六
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

筑
摩
書
房
旧
版
全
集
第
一
巻（『
梶
井
基
次
郎
全
集
』

一
九
五
九〔
昭
和
三
四
〕
年
）
に「
習
作
」
と
し
て
収
録
さ

れ
た
。
梶
井
の
代
表
作
と
い
わ
れ
る「
檸
檬
」（『
青
空
』

一
九
二
五〔
大
正
十
四
〕
年
一
月
）
の
モ
チ
ー
フ
と
な
る

も
の
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。
ノ
ー
ト
片
に
書
か
れ
て
い
る
。

2　

「
淀
野
隆
三
宛
書
簡
」

梶
井
基
次
郎

封
筒 

縦
二
〇
・
〇
㎝ 

横
八
・
三
㎝

便
箋（「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」）
縦
二
一
・
〇
㎝ 

横
十
六
・
七
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

一
九
三
一（
昭
和
六
）
年
二
月
十
四
日
付
。
兵
庫
県
川
辺

郡
稲い

な

野の

村む
ら

字あ
ざ

千せ
ん

僧ぞ

よ
り
。
な
お
、
展
示
箇
所
は
母
の
代
筆
。

3　

「
小
さ
き
良
心
」
草
稿
①

梶
井
基
次
郎

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
一
・
五
㎝ 

横
三
四
・
四
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

淀
野
隆
三
に
よ
っ
て
、「
習
作
」（
一
九
二
二〔
大
正

十
一
〕
年
作
）
と
し
て
筑
摩
書
房
旧
版
全
集
第
一 

巻（『
梶

井
基
次
郎
全
集
』
一
九
五
九〔
昭
和
三
四
〕
年
）
に
収
録
。

淀
野
隆
三
は
同
人
誌『
青
空
』
に
参
加
し
た
人
物
で
、
中

谷
孝
雄
と
と
も
に『
梶
井
基
次
郎
全
集
』（
六
蜂
書
房
、

一
九
三
四〔
昭
和
九
〕
年
）
や『
梶
井
基
次
郎
全
集
』（
筑

摩
書
房
、一
九
六
六〔
昭
和
四
一
〕年
）な
ど
の
編
纂
を
行
っ

た
ほ
か
、
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
や
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
、

シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
な
ど
フ
ラ
ン
ス
文
学
を

翻
訳
し
た
。

4　

「
小
さ
き
良
心
」
草
稿
②

梶
井
基
次
郎

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

 

縦
二
一
・
五
㎝ 

横
三
四
・
四
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　
「
小
さ
き
良
心
」
①
の
続
き
。
全
十
三
枚
。
削
除
、
イ

ン
ク
に
よ
る
書
込
み
の
ほ
か
、
色
鉛
筆
に
よ
る
書
込
み
が

行
わ
れ
て
お
り
、
作
品
の
完
成
へ
の
過
程
が
見
て
と
れ
る
。

5　

「
大に

ん

蒜に
く

」
草
稿
①

梶
井
基
次
郎

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
三
・
四
㎝ 

横
三
二
・
八
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

筑
摩
書
房
旧
版
全
集
第
一
巻（『
梶
井
基
次
郎
全
集
』

一
九
五
九〔
昭
和
三
四
〕
年
）「
習
作
」
の
部
に
収
録
さ
れ

た
一
枚
目
。



6　

「大
蒜
」
草
稿
②

梶
井
基
次
郎

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
三
・
四
㎝ 

横
三
二
・
八
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　
「
大
蒜
」
①
で
の
加
除
を
浄
書
し
、
欄
外
に
書
込
み
。

7　

「大
蒜
」
草
稿
③

梶
井
基
次
郎

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
三
・
四
㎝ 

横
三
二
・
二
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　
「
大
蒜
」
の
書
き
出
し
部
分
の
下
書
き
。
署
名
の「
瀬

山　

極
」
と
は
梶
井
が
用
い
た
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、
ポ
ー

ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
を
も
じ
っ
た
も
の（
筑
摩
書
房
旧
版
全
集
第

一
巻「
編
者
註
」〔『
梶
井
基
次
郎
全
集
』
一
九
五
九〔
昭
和

三
四
〕
年
）。
ペ
ン
ネ
ー
ム
が
書
込
ま
れ
、
作
品
化
へ
の

強
い
意
志
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

※
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
：
一
八
三
九—

一
九
〇
六
。
フ
ラ

　

ン
ス
の
画
家
。

8　

「水す
い

滸こ

伝で
ん

」
草
稿
①

梶
井
基
次
郎

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
三
・
三
㎝ 

横
三
二
・
八
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

筑
摩
書
房
旧
版
全
集（『
梶
井
基
次
郎
全
集
』
一
九
五
九

〔
昭
和
三
四
〕
年
）
で
は
、
一
九
二
三（
大
正
十
二
）
年
作

と
さ
れ
、
第
二
巻
日
記
草
稿
第
三
帖
の
終
り
に
編
入
さ
れ

た「
大
蒜
」
の
プ
ロ
ッ
ト
。

9　

「水
滸
伝
」
全
集
稿
本
１

梶
井
基
次
郎

二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
六
・
四
㎝ 

横
十
九
・
二
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　
「「
水
滸
伝
」
草
稿
」（
展
示
番
号
８
）
へ
の
加
筆
を
、

全
集
作
成
時
別
人
に
よ
り
浄
書
。

10　

「水
滸
伝
」
全
集
稿
本
２

梶
井
基
次
郎

 

二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

筑
摩
書
房
・
原
稿
用
紙

縦
二
六
・
四
㎝ 

横
十
九
・
二
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　
「「
水
滸
伝
」
全
集
稿
本
１
」（
展
示
番
号
９
）
の
続
き
。

11　

「母
親
」
草
稿

梶
井
基
次
郎

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
二
・
三 

横
三
三
・
五
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

筑
摩
書
房
旧
版
全
集
第
一
巻（『
梶
井
基
次
郎
全

集
』
一
九
五
九〔
昭
和
三
四
〕
年
）「
習
作
」
の
部
に
、

一
九
二
三（
大
正
十
二
）
年
作
と
し
て
収
録
。

12　

「
河
岸
」
草
稿
①

梶
井
基
次
郎

縦
十
六
・
五
㎝ 

横
二
一
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

筑
摩
書
房
旧
版
全
集
第
一
巻（『
梶
井
基
次
郎
全
集
』

一
九
五
九〔
昭
和
三
四
〕
年
）「
習
作
」
の
部
に
収
録
。
ノ
ー

ト
片（
縦
十
六
・
八 

㎝ 

横
二
一
・
二 

㎝
）に
書
か
れ
て
い
る
。

13　

「
河
岸
」
草
稿
②

梶
井
基
次
郎

縦
十
六
・
五
㎝ 

横
二
一
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　
「
河
岸
」
草
稿
①
の
裏
に
書
か
れ
た
草
稿
。

14　

「
河
岸
」
草
稿
③

梶
井
基
次
郎

縦
十
六
・
二
㎝ 

横
二
一
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　
「
河
岸
」
②
を
浄
書
し
た
も
の
。「
河
岸
」
①
②
と
は
異

な
る
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
片
に
書
か
れ
て
い
る

15　

「
淀
野
隆
三
宛
書
簡
」

梶
井
基
次
郎　

封
筒 
縦
二
一
・
六
㎝ 

横
八
・
四
㎝　

便
箋（
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
）

縦
二
五
・
五
㎝ 
横
三
五
・
六
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

一
九
二
七（
昭
和
二
）
年
三
月
八
日
付
。
伊
豆
湯
ヶ
島
温

泉
世
古
の
瀧　

湯
川
屋
内
よ
り
。

16　

「
汽
車
そ
の
他—

―
瀬
山
の
話
」
草
稿

 

梶
井
基
次
郎

二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
五
・
二
㎝ 

横
十
七
・
三
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

執
筆
時
期
は
、
筑
摩
書
房
旧
版
全
集
第 

一
巻(

『
梶
井

基
次
郎
全
集
』
一
九
五
九〔
昭
和
三
四
〕
年)

に
よ
れ
ば
、

一
九
二
五(

大
正
十
四)

年
。
表
題
か
ら
は
、
習
作「
瀬
山

の
話
」(

一
九
二
四〔
大
正
十
三
〕
年)

の
一
部
分
と
し
て

構
想
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
瀬
山
の
話
」
に
は
見

え
な
い
。
し
か
し
、「
瀬
山
の
話
」
の
草
稿(

「
日
記
草
稿 

第
三
帖
」)

に
は
、
こ
の
場
面
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
草
稿

か
ら「
瀬
山
の
話
」
へ
ま
と
め
ら
れ
行
く
過
程
で
削
ら
れ
、

の
ち
に
違
っ
た
作
品
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
か
。

縦
二
五
・
六
㎝ 

横
三
五
・
一
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

執
筆
時
期
は
、
筑
摩
書
房
旧
版
全
集
第
二
巻（『
梶
井
基

次
郎
全
集
』
一
九
五
九〔
昭
和
三
四
〕
年
）
に
よ
れ
ば
、

一
九
二
八（
昭
和
三
）
年
五
月
、
湯
ヶ
島
か
ら
上
京
し
た

時
の
も
の
。
こ
の
上
京
は
、「
戦
闘
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ

や
ル
ン
ペ
ン
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
近
く
に
住
み
、
生
き
た
現

代
の
断
面
を
見
」
て
、
勉
強
し
た
い
と
い
う
希
望
か
ら
で

あ
っ
た（
一
九
二
八〔
昭
和
三
〕
年
五
月
二
十
日
付
近
藤
直

人
宛
書
簡『
梶
井
基
次
郎
全
集
』
第
三
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
五
九〔
昭
和
三
四
〕
年
）。
し
か
し
、「
歩
く
と
疲
れ

る
の
で
悪
道
路
を
憎
む
」
と
原
稿
に
も
あ
る
よ
う
に
、
梶

井
基
次
郎
の
病
は
回
復
し
て
い
な
か
っ
た
。

21　

「
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
」
草
稿

伊
東
静
雄

縦
二
四
・
〇
㎝ 

横
十
七
・
五
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　
『
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
』
は
、
一
九
三
五（
昭
和
十
）

年
十
月
、
コ
ギ
ト
発
行
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
詩
集
。
限

定
三
百
部
。
一
九
三
六（
昭
和
十
一
）
年
三
月
第
二
回
文

芸
汎
論
賞
を
受
賞
。「
人
に
与
ふ
る
」
歌
と
い
う
形
式
を

取
っ
た
の
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
書
簡
体
韻
文
小
説『
ヒ
ュ

ペ
ー
リ
オ
ン
』
の
形
式
に
倣な

ら

っ
た
も
の
。
内
容
的
に
も
そ

の
影
響
は
著
し
く
、
日
本
で
は
じ
め
て
格
調
高
い
、
ド
イ

ツ
の
詩
曲
風
の
思
想
的
作
品
を
創
出
し
た
。
直
接
に
朔
太

郎
の〈
郷
土
望
景
詩
〉
や『
氷
島
』
の
意
志
的
挫
折
の
悲

歌
の
系
列
に
立
っ
て
い
る
。
朔
太
郎
も「
真
の
本
質
的
な

抒じ
ょ

情じ
ょ
う

詩
人
」（『
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
』「
コ
ギ
ト
」

一
九
三
六（
昭
和
十
一
）
年
一
月
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の

詩
集
を
絶
賛
し
て
い
る
。

22　

「わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
」
草
稿
、
校
正
刷
り

　
　
　
　
　
　
　

伊
東
静
雄

草
稿 

縦
二
五
・
〇
㎝ 

横
三
五
・
〇
㎝

校
正
刷
り 

縦
二
一
・
〇
㎝ 

横
三
八
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

一
九
三
五（
昭
和
十
）
年
十
月
、
コ
ギ
ト
発
行
所
か
ら
刊

行
さ
れ
た
詩
集『
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
』
の
原
稿
と
校

正
刷
り
。
推
敲
過
程
や
詩
の
上
部
に
付
け
ら
れ
た
記
号
の

意
味
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。
詩
集
の

生
成
過
程
を
探
る
上
で
大
変
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

23　

「わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
」
校
正
刷
り

　
　
　
　
　
　
　

伊
東
静
雄

縦
三
三
・
〇
㎝ 

横
二
四
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館



17　

「太
郎
と
街
」
草
稿

梶
井
基
次
郎

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
四
・
四
㎝ 

横
十
五
・
二
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

脱
稿
日
付
と
思
わ
れ
る「
大
正
甲（

か
っ
し
）子

拾
（
じ
ゅ
う
）

月
四
日
」
は
、

一
九
二
四（
大
正
十
三
）
年
十
月
四
日
。
梶
井
基
次
郎
の
生

前
に
は
発
表
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
遺
稿
と
し
て
雑
誌『
セ

ル
パ
ン
』（
一
九
三
三〔
昭
和
八
〕
年
五
月
）
に
発
表
さ
れ

た
。
作
品
中
の
一
文
、「
洋
酒
瓶
の
並
ん
だ
棚
は
バ
ク
ダ

ツ
ト
の
祭
の
様
だ
。」
は
、
後
の
作
品「
泥で

い

濘ね
い

」（『
青
空
』

一
九
二
五
年〔
大
正
十
四
〕
年
七
月
）
に
お
け
る
カ
フ
ェ
ー

「
ラ
イ
オ
ン
」
で
の
場
面
、「
お
前
達
は
並
ん
で
ア
ラ
ビ
ア

兵
の
や
う
だ
」「
そ
や
、
バ
ク
ダ
ッ
ド
の
祭
の
や
う
だ
」

に
通
う
か
。

18　

「橡と
ち

の
花
」
草
稿

　
　
　
　

梶
井
基
次
郎

　
　
　
　

縦
二
五
・
二
㎝ 

横
十
七
・
五
㎝

　
　
　
　

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　
『
青
空
』
一
九
二
五（
大
正
十
四
）
年
十
一
月
号
に
発
表

さ
れ
た
作
品
の
第
二
章
ま
で
の
原
稿
。
全
体
に
渡
っ
て
加

筆
訂
正
さ
れ
た
様
子
が
み
え
る
が
、
発
表
作
品
に
至
る
ま

で
に
は
、
こ
の
原
稿
か
ら
も
う
一
段
階
の
加
筆
訂
正
が
行

わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
筑
摩
書
房
旧
版
全
集
第
一
巻（『
梶

井
基
次
郎
全
集
』
一
九
五
九〔
昭
和
三
四
〕
年
）
の「
編
者

註
」
に
よ
れ
ば
、「
原
稿
は
散
逸
、
草
稿
が
残
つ
て
ゐ
る
」

と
あ
る
が
、
こ
こ
に
展
示
し
た
も
の
は
、
そ
の
残
っ
て
い

る
草
稿
の
前
半
部
に
当
た
る
も
の
。

19　

「夕
焼
雲
」
草
稿

梶
井
基
次
郎

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
四
・
〇
㎝ 

横
三
二
・
七
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

執
筆
時
期
は
、
筑
摩
書
房
旧
版
全
集
第
二
巻（『
梶
井
基

次
郎
全
集
』
一
九
五
九〔
昭
和
三
四
〕
年
）
に
よ
れ
ば
、

一
九
二
八（
昭
和
三
）
年
。
仮
題
の「
夕
焼
雲
」
は
、
原
稿

の
末
尾
、「
夕
焼
雲
に
転
身
し
て
し
ま
ひ
度（

た
）

い
願
」
に
よ
る
。

内
容
は
、
梶
井
基
次
郎
が
療
養
し
て
い
た
伊
豆
湯
ヶ
島
温

泉
で
の
こ
と
か
。
梶
井
基
次
郎
は
、
一
九
二
六（
昭
和
元
）

年
の
年
末
か
ら
一
九
二
八（
昭
和
三
）
年
の
五
月
上
旬
ま

で
、
湯
ヶ
島
温
泉
に
逗
留
、
療
養
に
努
め
た
。

20　

「奇
妙
な
手
品
師
」
草
稿

梶
井
基
次
郎

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
五
・
六
㎝ 

横
三
五
・
一
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

執
筆
時
期
は
、
筑
摩
書
房
旧
版
全
集
第
二
巻（『
梶
井
基

次
郎
全
集
』
一
九
五
九〔
昭
和
三
四
〕
年
）
に
よ
れ
ば
、

一
九
二
八（
昭
和
三
）
年
五
月
、
湯
ヶ
島
か
ら
上
京
し
た

時
の
も
の
。
こ
の
上
京
は
、「
戦
闘
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ

や
ル
ン
ペ
ン
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
近
く
に
住
み
、
生
き
た
現

代
の
断
面
を
見
」
て
、
勉
強
し
た
い
と
い
う
希
望
か
ら
で

あ
っ
た（
一
九
二
八〔
昭
和
三
〕
年
五
月
二
十
日
付
近
藤
直

人
宛
書
簡『
梶
井
基
次
郎
全
集
』
第
三
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
五
九〔
昭
和
三
四
〕
年
）。
し
か
し
、「
歩
く
と
疲
れ

る
の
で
悪
道
路
を
憎
む
」
と
原
稿
に
も
あ
る
よ
う
に
、
梶

井
基
次
郎
の
病
は
回
復
し
て
い
な
か
っ
た
。

21　

「
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
」
草
稿

伊
東
静
雄

縦
二
四
・
〇
㎝ 

横
十
七
・
五
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　
『
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
』
は
、
一
九
三
五（
昭
和
十
）

年
十
月
、
コ
ギ
ト
発
行
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
詩
集
。
限

定
三
百
部
。
一
九
三
六（
昭
和
十
一
）
年
三
月
第
二
回
文

芸
汎
論
賞
を
受
賞
。「
人
に
与
ふ
る
」
歌
と
い
う
形
式
を

取
っ
た
の
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
書
簡
体
韻
文
小
説『
ヒ
ュ

ペ
ー
リ
オ
ン
』
の
形
式
に
倣な

ら

っ
た
も
の
。
内
容
的
に
も
そ

の
影
響
は
著
し
く
、
日
本
で
は
じ
め
て
格
調
高
い
、
ド
イ

ツ
の
詩
曲
風
の
思
想
的
作
品
を
創
出
し
た
。
直
接
に
朔
太

郎
の〈
郷
土
望
景
詩
〉
や『
氷
島
』
の
意
志
的
挫
折
の
悲

歌
の
系
列
に
立
っ
て
い
る
。
朔
太
郎
も「
真
の
本
質
的
な

抒じ
ょ

情じ
ょ
う

詩
人
」（『
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
』「
コ
ギ
ト
」

一
九
三
六（
昭
和
十
一
）
年
一
月
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の

詩
集
を
絶
賛
し
て
い
る
。

22　

「わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
」
草
稿
、
校
正
刷
り

　
　
　
　
　
　
　

伊
東
静
雄

草
稿 

縦
二
五
・
〇
㎝ 

横
三
五
・
〇
㎝

校
正
刷
り 

縦
二
一
・
〇
㎝ 

横
三
八
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

一
九
三
五（
昭
和
十
）
年
十
月
、
コ
ギ
ト
発
行
所
か
ら
刊

行
さ
れ
た
詩
集『
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
』
の
原
稿
と
校

正
刷
り
。
推
敲
過
程
や
詩
の
上
部
に
付
け
ら
れ
た
記
号
の

意
味
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。
詩
集
の

生
成
過
程
を
探
る
上
で
大
変
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

23　

「わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
」
校
正
刷
り

　
　
　
　
　
　
　

伊
東
静
雄

縦
三
三
・
〇
㎝ 

横
二
四
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館



（参考）　

 

『わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
』
（複
製
）

 

伊
東
静
雄

一
九
八
三（
昭
和
五
八
）
年

日
本
近
代
文
学
館

原
資
料
：
一
九
三
五（
昭
和
十
）
年

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

24　

「病
院
の
患
者
の
歌
」
草
稿

伊
東
静
雄

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙（「（
大
阪
府
立
住
吉
中
学
校
用
）」）
二
枚

縦
二
五
・
五
㎝ 

横
三
五
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所

　

筆
記
具
は
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
・
ペ
ン
。「
病
院

の
患
者
の
歌
」
は
、
詩
集『
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
』

（
一
九
三
五〔
昭
和
十
〕
年
、
コ
ギ
ト
発
行
所
）
収
録
。
初

出
は
、
伊
東
参
加
の
同
人
誌『
呂
』
一
九
三
三（
昭
和
八
）

年
六
月
号
。
同
年
八
月
刊
の『
コ
ギ
ト
』
に
再
掲
さ
れ
て

い
る
。
同
年
の
三
月
頃
、『
呂
』
に
発
表
さ
れ
た
伊
東
の

詩
に
注
目
し
た
田
中
克
己
が
、『
コ
ギ
ト
』
の
中
心
人
物

で
あ
っ
た
保
田
与
重
郎
に
伊
東
の
存
在
を
知
ら
せ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
伊
東
と『
コ
ギ
ト
』
と
の
関
係

が
始
ま
っ
た
。「
病
院
の
患
者
の
歌
」は
、伊
東
の『
コ
ギ
ト
』

登
場
の
最
初
の
作
品
。
本
篇
は
、『
コ
ギ
ト
』
掲
載
の
草

稿
。右
端
の
コ
は
印
刷
所
の
記
入
か
。右
半
に「
本
文
5
号
」

「
1
頁
」「
6
行
分
」「
9
ポ
」
な
ど
の
消
し
跡
が
あ
り
、『
コ

ギ
ト
』
入
稿
時
の
指
定
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

25　

『花
物
語
』
第
一
―
三
集

吉
屋
信
子

　

一
九
二
九（
大
正
九
）
年
―
一
九
二
一（
大
正
十
）
年

洛
陽
堂

縦
十
五
・
二
㎝ 

横
十
一
・
一
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

吉
屋
信
子
に
よ
る
少
女
小
説
の
代
表
作
。『
花
物
語
』

は
一
九
一
六
年
七
月
に
雑
誌『
少
女
画
報
』
に
掲
載
さ
れ

た「
鈴
蘭
」
に
始
ま
り
、『
少
女
倶
楽
部
』
で
も
書
き
継
が

れ
た
短
編
小
説
群
で
、
題
名
に
は「
鈴
蘭
」
や「
月
見
草
」

な
ど
花
の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
集
に
は「
鈴
蘭
」

か
ら「
雛ひ

な

芥げ

子し

」
ま
で
二
十
篇
、
第
二
集
に
は「
白
百
合
」

か
ら「
燃
ゆ
る
花
」
ま
で
十
篇
、
第
三
集
に
は「
釣
鐘
草
」

か
ら「
浜は

ま

撫な
で
し
こ子

」
ま
で
七
篇
が
収
録
。
執
筆
時
期
に
よ
る

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
少
女
同
士
あ
る
い
は
年
上
の
女
性

へ
の
憧
れ
や
思
慕
、
別
れ
が
優
美
な
筆
致
で
描
か
れ
て
い

る
一
方
、
抑
圧
的
な
社
会
に
苦
し
む
少
女
の
姿
も
描
か
れ

て
い
る
。

26　

『花
物
語
』
第
一
・
二
・四
・五
巻

吉
屋
信
子

一
九
二
四（
大
正
十
三
）
年
―
一
九
二
六（
大
正
十
四
）
年

交
蘭
社

　

縦
十
九
・
二
㎝ 

横
十
二
・
八
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

洛
陽
堂
版（
一
九
二
〇〔
大
正
九
〕
年
一
九
二
一〔
大
正
十
〕

年
）
の
後
に
刊
行
。
挿
画
は
当
時
女
性
雑
誌
や
少
女
雑
誌

で
活
躍
し
て
い
た
画
家
で
詩
人
で
も
あ
る
蕗ふ

き

谷や

虹こ
う

児じ

と
須

藤
し
げ
る（
須
藤
重
）
が
担
当
し
た
。
そ
の
た
め
、巻
に
よ
っ

て
扉
絵
の
印
象
が
異
な
る（
扉
絵
は
各
巻
に
収
録
さ
れ
た
最

初
の
物
語
の
題
名
に
ち
な
ん
で
お
り
、
第
一
巻
の
扉
絵
は

蕗
谷
虹
児
に
よ
る
鈴
蘭
、
第
五
巻
の
扉
絵
は
須
藤
し
げ
る

に
よ
る
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
が
描
か
れ
て
い
る
）。
こ
の
交
蘭
社

版『
花
物
語
』
に
は
、
洛
陽
堂
版『
花
物
語
』
刊
行
後
に
発

表
さ
れ
た
小
説
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

27　

『花
の
ワ
ル
ツ
』

川
端
康
成

一
九
三
三（
昭
和
八
）
年

改
造
社

函
入

縦
二
〇
・
八
㎝ 

横
十
六
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

一
九
三
三（
昭
和
八
）
年
か
ら
一
九
三
七（
昭
和
十
二
）

年
に
発
表
さ
れ
た
小
説
五
篇
を
収
録
。
収
録
作
の
う
ち

「
虹
」
と「
花
の
ワ
ル
ツ
」
は
、
川
端
が
他
作
品
に
も
取
り

入
れ
て
い
た〈
舞
踊
〉
と
若
い
女
性
を
描
い
た
も
の
。「
虹
」

で
は
浅
草
の
踊
子
を
描
き
、
表
題
作「
花
の
ワ
ル
ツ
」
で

は
鈴
子
と
星
枝
と
二
人
の
師
で
あ
る
竹
内
、
彼
の
弟
子
・

南
条
の
人
間
関
係
と
バ
レ
エ
に
向
き
合
い
葛
藤
す
る
姿
を

描
い
て
い
る
。「
花
の
ワ
ル
ツ
」
と
い
う
題
名
は
、
鈴
子

と
星
枝
が
踊
る
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
バ
レ
エ「
く
る
み

割
り
人
形
」
の「
花
の
ワ
ル
ツ
」
に
由
来
す
る
。
こ
の
本

に
収
め
ら
れ
た「
花
の
ワ
ル
ツ
」
の
末
尾
は
川
端
に
よ
る

書
き
下
ろ
し
で
あ
る
が
、
未
完
に
終
わ
っ
た
。

28　

『機
械
』

横
光
利
一

一
九
三
一（
昭
和
六
）
年

白
水
社

函
入

縦
二
二
・
七
㎝ 

横
十
六
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

佐
野
繁
次
郎
装
幀
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
工
場
を
舞
台
に
、

四
人
の
心
理
が
機
械
の
よ
う
に
連
動
し
つ
つ
葛
藤
す
る
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の
実
験
的
小
説
。
当
時
佐
野
は
二
科
会
で
モ
ダ

ニ
ズ
ム
の
画
家
と
し
て
活
躍
を
始
め
て
い
た
。
本
体
の
装

幀
は
一
九
三
一（
昭
和
六
）年
の
二
科
展
樗ち

ょ

牛ぎ
ゅ
う

賞
受
賞
作「
休

日
」
の
モ
チ
ー
フ
を
よ
り
図
案
化
し
た
も
の
。
函
の
図
案

は
一
九
三
〇（
昭
和
五
）
年『
二
科
画
集
』
掲
載
の「
コ
ム
ポ

ジ
シ
ヨ
ン
」
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

29　

『時
計
』

横
光
利
一

一
九
三
四（
昭
和
九
）
年

創
元
社

函
入

縦
十
九
・
三
㎝ 

横
十
三
・
二
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

佐
野
繁
次
郎
装
幀
。
黒
く
染
め
た
粗
目
の
木
綿
に
ア
ル

ミ
板
の
矩く

形け
い

を
縫
い
付
け
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
装
幀
の
代
表

作
。
当
時
佐
野
は
ト
タ
ン
、
ア
ル
ミ
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
額

縁
を
多
用
し
て
お
り
、
金
属
な
ど
の
物
質
感
へ
の
こ
だ
わ

り
を
見
せ
て
い
た
。
ま
た
白
い
布
貼
り
に
赤
題
簽
と
い
う

函
の
意
匠
に
は
、「
白
と
か
鼠
と
か
云
ふ
所
へ
ち
よ
つ
と

赤
い
の
が
入
つ
て
、
そ
れ
で
赤
が
利
く
の
で
す
」（『
近
代

生
活
』
一
九
三
〇〔
昭
和
五
〕
年
）
と
い
う
佐
野
の
嗜
好

が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

30　

『春
と
修
羅
』

宮
沢
賢
治

一
九
二
四（
昭
和
十
三
）
年

 

関
根
書
店

縦
二
〇
・
〇
㎝ 

横
一
三
・
七
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

函
の
表
に
は
、
左
横
書
き
で
、「
春
と
修
羅
／
心
象
ス

ケ
ッ
チ
／
宮
沢
賢
治
」
と
書
か
れ
、
本
扉
に
は
、
縦
書
き

で「
心
象
ス

（
マ
 
マ
）

ツ
ケ
チ
／
春
と
修
羅
／
大
正
十
一
、二
年
」
と

あ
る
。
宮
沢
賢
治
の
生
前
唯
一
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
集（
詩

集
）。
心
象
ス
ケ
ッ
チ
六
九
篇
及
び「
一
九
二
四
、一
、二
〇
」

の
日
付
の「
序
」
か
ら
な
る
。
全
八
章
で
配
列
は
日
付
順
。

緊
密
な
構
成
意
識
に
よ
り
編
集
さ
れ
て
い
る
。
表
題
作「
春

と
修
羅
」、
八
百
行
を
超
え
る「
小
岩
井
農
場
」、
妹
の
死

と
祈
り
の「
永
訣
の
朝
」、
妹
の
行
方
の
探
求
と
鎮
魂
の「
青

森
挽
歌
」「
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌
」
な
ど
が
収
め
ら
れ
る
。

（参考）　

『春
と
修
羅
』

宮
沢
賢
治

一
九
二
四（
昭
和
十
三
）
年

 

関
根
書
店

大
妻
女
子
大
学
名
誉
教
授 

杉
浦 

静
先
生 

所
蔵

31　

『グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
』

宮
沢
賢
治

一
九
四
一（
昭
和
十
六
）
年

羽
田
書
店

函
入　

菊
判
並
装

縦
二
一
・
五
㎝ 

横
十
六
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

挿
絵
・
装
幀
、
解
説
は
、
横
井
弘
三
。『
宮
沢
賢
治
名
作

選
』（
一
九
三
九〔
昭
和
十
四
〕
年
三
月
）、『
風
の
又
三
郎
』

（
一
九
三
九〔
昭
和
十
四
〕
年
十
二
月
）
に
続
く
羽
田
書
店

刊
の
宮
沢
賢
治
童
話
集
。
収
録
作
品
は
、
詩「
雨
ニ
モ
マ

ケ
ズ
」、
童
話「
北ほ

く

守し
ゅ

将
軍
と
三
人
兄
弟
の
医
者
」「
祭
の

晩
」「
ざ
し
き
童
子
の
話
」「
よ
だ
か
の
星
」「
注
文
の
多

い
料
理
店
」「
烏
の
北
斗
七
星
」「
雁
の
童
子
」「
グ
ス
コ
ー

ブ
ド
リ
の
伝
記
」。
扉
に
賢
治
詩
碑
の
絵
が
あ
り
、
碑
面

に
は
高
村
光
太
郎
の
揮き

毫ご
う

し
た「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
後

半
部
が
書
か
れ
て
い
る
。

32　

『自
筆
本
蘆あ

し

刈か
り

』

谷
崎
潤
一
郎

一
九
三
三（
昭
和
八
）
年

創
元
社

函は
こ

入

縦
十
四
・
〇
㎝ 

横
二
二
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所

　

著
者
自
装
。『
盲
目
物
語
』（
一
九
三
二〔
昭
和
七
〕
年
）

以
降
、
谷
崎
は
和
本
の
利
点
を
生
か
し
た
横
長
本
と
い
う

独
自
の
装そ

う

幀て
い

観か
ん

を
自
装
本
に
よ
っ
て
試
み
て
お
り
、
本
書

は
そ
の
三
冊
目
。
著
者
自
筆
の
浄
書
本
文
を
特と

く

漉す
き

の
雁が

ん

皮ぴ

紙し

に
オ
フ
セ
ッ
ト
で
印
刷
し
た
本
文
を
袋ふ

く
ろ

綴と

じ
に
し
、
鼠

ね
ず
み

色
の
古
代
揉も

み

紙が
み

に
吉
野
紙
の
題
簽
を
貼
付
し
た
表
紙
を
付

し
、
桐
材
の
挟

は
さ
み

板い
た

を
付
け
函
に
入
れ
た
五
百
部
限
定
定
価

十
円
の
豪
華
本
。
北
野
恒つ

ね

富と
み

の
口
絵
と
挿
画
六
葉
を
持
つ
。

函
に
添
付
さ
れ
た
別
紙（
展
示
品
は
欠
）
に
は
、
著
者
自

ら
印
刷
所
で
墨
色
の
調
整
な
ど
を
厳
格
に
監
督
し
た
旨
が

記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た「
著
者
の
希
望
に
よ
り
、
御
買
上

の
後
は
必
ず
此（

こ
）

の
紙

（
か
み
ば
こ
）函

を
お
棄（

す
）

て
下
さ
い
」
と
も
あ
り
、

谷
崎
が
望
ん
だ
こ
の
書
物
本
来
の
姿
は
本
体
の
み
に
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

33　

『春
琴
抄
』

谷
崎
潤
一
郎

一
九
三
三（
昭
和
八
）
年

 

創
元
社

帙ち
つ

入

縦
十
九
・
〇
㎝ 

横
十
三
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

著
者
自
装
。
帙
は
未み

晒さ
ら

し
ボ
ー
ル
紙
。
本
体
は
黒
漆
塗

り
表
紙
に
金き

ん

泥で
い

で「
春
琴
抄
」
の
表
紙
題
を
あ
し
ら
う
。

表
紙
の
意
匠
は
や
け
ど
を
負
い
醜
く
変へ

ん

貌ぼ
う

し
た
春
琴
を
見

な
い
た
め
に
自
ら
の
目
を
潰
し
た
佐
助
の
闇
の
視
界
と
、

そ
の
中
で
ま
す
ま
す
美
し
さ
を
増
す
春
琴
の
幻
影
を
象

か
た
ど

っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
に
は
変
体
仮
名
活
字
と
罫



ニ
ズ
ム
の
画
家
と
し
て
活
躍
を
始
め
て
い
た
。
本
体
の
装

幀
は
一
九
三
一（
昭
和
六
）年
の
二
科
展
樗ち

ょ

牛ぎ
ゅ
う

賞
受
賞
作「
休

日
」
の
モ
チ
ー
フ
を
よ
り
図
案
化
し
た
も
の
。
函
の
図
案

は
一
九
三
〇（
昭
和
五
）
年『
二
科
画
集
』
掲
載
の「
コ
ム
ポ

ジ
シ
ヨ
ン
」
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

29　

『時
計
』

横
光
利
一

一
九
三
四（
昭
和
九
）
年

創
元
社

函
入

縦
十
九
・
三
㎝ 

横
十
三
・
二
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

佐
野
繁
次
郎
装
幀
。
黒
く
染
め
た
粗
目
の
木
綿
に
ア
ル

ミ
板
の
矩く

形け
い

を
縫
い
付
け
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
装
幀
の
代
表

作
。
当
時
佐
野
は
ト
タ
ン
、
ア
ル
ミ
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
額

縁
を
多
用
し
て
お
り
、
金
属
な
ど
の
物
質
感
へ
の
こ
だ
わ

り
を
見
せ
て
い
た
。
ま
た
白
い
布
貼
り
に
赤
題
簽
と
い
う

函
の
意
匠
に
は
、「
白
と
か
鼠
と
か
云
ふ
所
へ
ち
よ
つ
と

赤
い
の
が
入
つ
て
、
そ
れ
で
赤
が
利
く
の
で
す
」（『
近
代

生
活
』
一
九
三
〇〔
昭
和
五
〕
年
）
と
い
う
佐
野
の
嗜
好

が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

30　

『春
と
修
羅
』

宮
沢
賢
治

一
九
二
四（
昭
和
十
三
）
年

 

関
根
書
店

縦
二
〇
・
〇
㎝ 

横
一
三
・
七
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

函
の
表
に
は
、
左
横
書
き
で
、「
春
と
修
羅
／
心
象
ス

ケ
ッ
チ
／
宮
沢
賢
治
」
と
書
か
れ
、
本
扉
に
は
、
縦
書
き

で「
心
象
ス

（
マ
 
マ
）

ツ
ケ
チ
／
春
と
修
羅
／
大
正
十
一
、二
年
」
と

あ
る
。
宮
沢
賢
治
の
生
前
唯
一
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
集（
詩

集
）。
心
象
ス
ケ
ッ
チ
六
九
篇
及
び「
一
九
二
四
、一
、二
〇
」

の
日
付
の「
序
」
か
ら
な
る
。
全
八
章
で
配
列
は
日
付
順
。

緊
密
な
構
成
意
識
に
よ
り
編
集
さ
れ
て
い
る
。
表
題
作「
春

と
修
羅
」、
八
百
行
を
超
え
る「
小
岩
井
農
場
」、
妹
の
死

と
祈
り
の「
永
訣
の
朝
」、
妹
の
行
方
の
探
求
と
鎮
魂
の「
青

森
挽
歌
」「
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌
」
な
ど
が
収
め
ら
れ
る
。

（参考）　

『春
と
修
羅
』

宮
沢
賢
治

一
九
二
四（
昭
和
十
三
）
年

 

関
根
書
店

大
妻
女
子
大
学
名
誉
教
授 

杉
浦 

静
先
生 

所
蔵

31　

『グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
』

宮
沢
賢
治

一
九
四
一（
昭
和
十
六
）
年

羽
田
書
店

函
入　

菊
判
並
装

縦
二
一
・
五
㎝ 

横
十
六
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

挿
絵
・
装
幀
、
解
説
は
、
横
井
弘
三
。『
宮
沢
賢
治
名
作

選
』（
一
九
三
九〔
昭
和
十
四
〕
年
三
月
）、『
風
の
又
三
郎
』

（
一
九
三
九〔
昭
和
十
四
〕
年
十
二
月
）
に
続
く
羽
田
書
店

刊
の
宮
沢
賢
治
童
話
集
。
収
録
作
品
は
、
詩「
雨
ニ
モ
マ

ケ
ズ
」、
童
話「
北ほ

く

守し
ゅ

将
軍
と
三
人
兄
弟
の
医
者
」「
祭
の

晩
」「
ざ
し
き
童
子
の
話
」「
よ
だ
か
の
星
」「
注
文
の
多

い
料
理
店
」「
烏
の
北
斗
七
星
」「
雁
の
童
子
」「
グ
ス
コ
ー

ブ
ド
リ
の
伝
記
」。
扉
に
賢
治
詩
碑
の
絵
が
あ
り
、
碑
面

に
は
高
村
光
太
郎
の
揮き

毫ご
う

し
た「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
後

半
部
が
書
か
れ
て
い
る
。

32　

『自
筆
本
蘆あ

し

刈か
り

』

谷
崎
潤
一
郎

一
九
三
三（
昭
和
八
）
年

創
元
社

函は
こ

入

縦
十
四
・
〇
㎝ 

横
二
二
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所

　

著
者
自
装
。『
盲
目
物
語
』（
一
九
三
二〔
昭
和
七
〕
年
）

以
降
、
谷
崎
は
和
本
の
利
点
を
生
か
し
た
横
長
本
と
い
う

独
自
の
装そ

う

幀て
い

観か
ん

を
自
装
本
に
よ
っ
て
試
み
て
お
り
、
本
書

は
そ
の
三
冊
目
。
著
者
自
筆
の
浄
書
本
文
を
特と

く

漉す
き

の
雁が

ん

皮ぴ

紙し

に
オ
フ
セ
ッ
ト
で
印
刷
し
た
本
文
を
袋ふ

く
ろ

綴と

じ
に
し
、
鼠

ね
ず
み

色
の
古
代
揉も

み

紙が
み

に
吉
野
紙
の
題
簽
を
貼
付
し
た
表
紙
を
付

し
、
桐
材
の
挟

は
さ
み

板い
た

を
付
け
函
に
入
れ
た
五
百
部
限
定
定
価

十
円
の
豪
華
本
。
北
野
恒つ

ね

富と
み

の
口
絵
と
挿
画
六
葉
を
持
つ
。

函
に
添
付
さ
れ
た
別
紙（
展
示
品
は
欠
）
に
は
、
著
者
自

ら
印
刷
所
で
墨
色
の
調
整
な
ど
を
厳
格
に
監
督
し
た
旨
が

記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た「
著
者
の
希
望
に
よ
り
、
御
買
上

の
後
は
必
ず
此（

こ
）

の
紙

（
か
み
ば
こ
）函

を
お
棄（

す
）

て
下
さ
い
」
と
も
あ
り
、

谷
崎
が
望
ん
だ
こ
の
書
物
本
来
の
姿
は
本
体
の
み
に
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

33　

『春
琴
抄
』

谷
崎
潤
一
郎

一
九
三
三（
昭
和
八
）
年

 

創
元
社

帙ち
つ

入

縦
十
九
・
〇
㎝ 

横
十
三
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

著
者
自
装
。
帙
は
未み

晒さ
ら

し
ボ
ー
ル
紙
。
本
体
は
黒
漆
塗

り
表
紙
に
金き

ん

泥で
い

で「
春
琴
抄
」
の
表
紙
題
を
あ
し
ら
う
。

表
紙
の
意
匠
は
や
け
ど
を
負
い
醜
く
変へ

ん

貌ぼ
う

し
た
春
琴
を
見

な
い
た
め
に
自
ら
の
目
を
潰
し
た
佐
助
の
闇
の
視
界
と
、

そ
の
中
で
ま
す
ま
す
美
し
さ
を
増
す
春
琴
の
幻
影
を
象

か
た
ど

っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
に
は
変
体
仮
名
活
字
と
罫



線
を
使
用
す
る
が
、
佐
助
が
明
治
初
期
に
著あ

ら
わ

し
た
と
い
う

「
春
琴
伝
」
に
擬ぎ

し
、
明
治
期
に
多
用
さ
れ
た
罫
紙
と
変

体
仮
名
交
じ
り
の
書
体
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
か
。
黒
い
表

紙
を
開
け
る
と
真
紅
の
色
刷
り
扉
が
現
れ
る
が
、
こ
れ
は

盲
目
の
奥
に
燃
え
る
佐
吉
の
情
欲
を
表
現
し
て
い
る
と
も

と
れ
る
。
後
年
、
老
い
ら
く
の
恋
を
描
い
た
棟む

な

方か
た

志し

功こ
う

装

幀
の『
鍵
』（
一
九
五
六〔
昭
和
三
一
〕
年
）
に
お
い
て
も
、

函
の
黒
い
図
案
か
ら
表
紙
、
見
返
し
、
扉
に
進
む
に
つ
れ

て
赤
色
の
官
能
的
な
図
案
に
変
化
し
て
い
く
趣
向
を
用
い

て
い
る
。
な
お
、
少
数
の
知ち

己き

に
の
み
配
布
し
た
特
装
本

は
、
表
紙
を
赤
漆
塗
に
し
て
い
る
。
本
書
は
谷
崎
の
自
装

本
の
中
で
も
特
に
知
ら
れ
た
も
の
だ
が
破
損
し
や
す
く
、

装
幀
家
の
寿じ

ゅ

岳が
く

文ぶ
ん

章し
ょ
うは

書
物
の
機
能
面
を
考
慮
せ
ず
意
匠

に
の
み
偏
向
し
た
失
敗
作
と
し
て
厳
し
く
批
判
し
た
。

34　

「鉄
集
」
草
稿

 

室む
ろ

生う

犀さ
い

星せ
い

二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
五
・
〇
㎝ 

横
十
八
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

ペ
ン
書
き
。
室
生
犀
星
に
は
、
一
九
三
二（
昭
和
七
）

年
九
月
刊
の
詩
集『
鐵
集
』（
椎
の
木
社
）
が
あ
る
が
、
本

草
稿
本
は
題だ

い

簽せ
ん

に「
同
名
異
集
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
草
稿
は
、「
詩
神
」
五
巻

二
号（
一
九
二
九〔
昭
和
四
〕
年
二
月
）
に
発
表
さ
れ
、
後

に
、改
造
文
庫
版『
室
生
犀
星
詩
集
』（
一
九
二
九〔
昭
和
四
〕

年
十
一
月
）
に
収
録
さ
れ
た
。
草
稿
上
の
赤
イ
ン
ク
に
よ

る
活
字
等
の
指
定
は
、「
詩
神
」
発
表
時
の
も
の
と
思
わ

れ
る
。

35　

「復
ふ
く
し
ゅ
う讎

と
し
て
の
文
学
」
草
稿

萩は
ぎ

原わ
ら

朔さ
く

太た

郎ろ
う

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

縦
二
七
・
〇
㎝ 

横
三
九
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

ペ
ン
書
き
。
一
九
三
六（
昭
和
十
一
）
年
七
月
号
の「
コ

ギ
ト
」
に
発
表
さ
れ
、
の
ち
一
九
三
七（
昭
和
十
二
）
年

九
月
白
水
社
刊
の『
無
か
ら
の
抗
争
』
に
収
め
ら
れ
た
エ
ッ

セ
イ
の
原
稿
。『
萩
原
朔
太
郎
全
集
』
の
後
記（
筑
摩
書
房
）

で
は
、
所
在
不
明
と
さ
れ
て
い
る
も
の
。

36　

『猫
町
』

萩
原
朔
太
郎

一
九
三
五（
昭
和
十
）
年

版
画
荘

縦
十
九
・
五
㎝ 

横
十
五
・
三
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

装
幀
川
上
澄
生
。「
猫
町
」
は
、
萩
原
朔
太
郎
に
よ
る
短

篇
小
説
で
、
本
文
の
内
題
に
は「
散
文
詩
風
な
小
説
」
と
添

書
き
が
あ
る
。
作
中
で
は
、
温
泉
に
逗
留
し
て
い
た
詩
人

の「
私
」
が
見
知
ら
ぬ
町
で
目
に
し
た
異
様
な
光
景
――

「
猫
、
猫
、
猫
、
猫
、
猫
、
猫
、
猫
。
ど
こ
を
見
て
も
猫
ば

か
り
だ
」
――
が
、「
私
」
の
視
点
を
通
し
て
描
か
れ
る
。

版
元
の
版
画
荘
は
、
東
京
銀
座
で
創
作
版
画
画
廊
と
し
て

出
発
し
た
出
版
社
。

37　

『定
本 

青
猫
』

萩
原
朔
太
郎

一
九
三
六（
昭
和
十
一
）
年

版
画
荘

函
入

縦
二
〇
・
〇
㎝ 

横
十
四
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　
『
青
猫
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
詩
集
は
、
既
に
一
九
二
三

〔
大
正
十
二
〕
年
に
新
潮
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
ち
ら
の『
定
本 

青
猫
』
は
、
既
刊『
青
猫
』
の
誤
植
等

を
修
訂
し
た
上
で
、
さ
ら
に
新
た
な
詩
を
複
数
加
え
、
自

序
等
も
追
加
し
た
新
編
詩
集
で
あ
る
。
全
六
九
の
詩
に
加

え
、
明
治
期
の
万
国
名
所
図
会（
展
示
番
号
42
）
か
ら
採

録
し
た
六
点
の
銅
版
画
や
、
本
書
の
小こ

口ぐ
ち

側
に
刷
り
込
ま

れ
た
地
紋
な
ど
造
本
に
も
趣
向
を
凝こ

ら
し
て
お
り
、
同
書

を
も
っ
て『
青
猫
』
決
定
版
に
し
た
い
と
い
う
著
者
の
思

い
入
れ
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
。

（参考）　

 

世
界
旅
行
万
国
名
所
図
絵
（増
補
版
）青

木
恒
三
郎
編

一
八
八
九（
明
治
二
二
）
年

嵩
山
堂

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

世
界
各
地
の
風
景
を
図
版
に
し
た
世
界
地
誌
。
活
版
印

刷
が
同
一
版
面
に
文
字
と
図
像
を
印
刷
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
図
絵
で
も
使
わ
れ
て
い
る
銅
板

は
整
版
同
様
に
同
一
版
面
に
文
字
と
図
像
を
容
易
に
彫
り

込
め
る
た
め
、
絵
入
り
本
で
は
比
較
的
に
長
く
使
わ
れ
た
。

38　

『櫻
貝
』

吉
屋
信
子

一
九
三
五（
昭
和
十
）
年

実
業
之
日
本
社

縦
十
八
・
八
㎝ 

横
十
三
・
二
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

吉
屋
信
子
に
よ
る
少
女
小
説
。
装
幀
と
口
絵
は
、
当

時
、
雑
誌『
少
女
の
友
』
の
表
紙
・
挿
絵
・
付
録
を
担
当

し
て
い
た
人
気
画
家
・
中
原
淳
一
。
こ
の
本
が
刊
行
さ
れ

た
一
九
三
五（
昭
和
十
）
年
、
吉
屋
は
全
集（『
吉
屋
信
子

全
集
』
全
一
二
巻
、
新
潮
社
、
一
九
三
五〔
昭
和
十
〕
年

一
九
三
六〔
昭
和
十
一
〕
年
）
の
刊
行
を
開
始
し
て
お
り
、

人
気
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
。「
櫻
貝
」

は
県
知
事
の
娘
で
女
学
校
に
通
う
瀬
木
藍
子
と
彼
女
の
同

級
生
で
互
い
に
惹
か
れ
合
い
な
が
ら
も
学
校
を
去
っ
た
江

島
薫
、
藍
子
の
従
妹
・
梢
と
い
う
三
人
の
少
女
に
降
り
か

か
る
悲
劇
と
め
ぐ
り
逢
い
を
描
い
た
も
の
。
本
作
は
戦
後

も
多
く
の
読
者
に
支
持
さ
れ
、
版
を
重
ね
た
。

39
『聖
家
族
』

堀
辰
雄

一
九
三
六（
昭
和
十
一
）
年

野
田
書
房

縦
十
七
・
五
㎝ 

横
十
三
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

本
書
に
収
録
さ
れ
た
三
作
――
「
聖
家
族
」・「
ル
ウ
ベ
ン

ス
の
偽
画
」・「
快
復
期
」
――
は
、
い
ず
れ
も
堀
が
新
進

作
家
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
時
期
の
作

品
。
な
か
で
も
表
題
作「
聖
家
族
」
は
、「
死
が
あ
た
か
も

一
つ
の
季
節
を
開
い
た
か
の
や
う
だ
つ
た
。」
と
い
う
一

文
で
始
ま
り
、
登
場
人
物
の
心
理
を
微
細
に
描
き
出
す
手

法
が
評
価
さ
れ
、
堀
の
文
壇
出
世
作
と
な
っ
た
。

40　

『風
立
ち
ぬ
』

堀
辰
雄

一
九
三
七（
昭
和
十
二
）
年

新
潮
社

縦
十
九
・
五
㎝ 

横
十
四
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

装
幀
鈴
木
信
太
郎
。「
風
立
ち
ぬ
」
は
堀
辰
雄
の
代
表

作
の
一
つ
で
、
主
人
公
の「
私
」
が
婚
約
者「
節
子
」
の
付

き
添
い
と
し
て
結
核
療
養
所
で
暮
ら
す
日
々
を
、
彼
女
の

死
と
と
も
に
描
い
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
れ
ま
で
に
発
表

さ
れ
た
作
品「
風
立
ち
ぬ
」（『
改
造
』
一
九
三
六〔
昭
和

十
一
〕
年
十
一 

月
）、「
冬
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
三
七（
昭

和
十
二
〕
一
月
）、「
婚
約
」（『
新
女
苑
』
一
九
三
七〔
昭
和

十
二
〕
四
月
）、「
死
の
か
げ
の
谷
」（『
新
潮
』
一
九
三
八

〔
昭
和
十
三
〕三
月
）を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
も
っ
て
長
編
小
説「
風
立
ち
ぬ
」
が
成
立
し
た
と

い
え
る
。

作
家
情
報

（五
十
音
順
）

伊
東
静
雄

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）—

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）

　

日
本
浪
漫
派
の
同
人
で
あ
り
、
そ
の
機
関
誌
『
日
本
浪

漫
派
』
や
詩
誌
『
コ
ギ
ト
』
な
ど
に
も
多
く
寄
稿
し
た
。

詩
集
『
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
』（
一
九
三
五
〔
昭
十
〕）、

『
夏
花
』（
一
九
四
一
〔
昭
和
十
五
〕）、『
反
響
』（
一
九
四
七

〔
昭
和
二
二
〕）
な
ど
。

梶
井
基
次
郎

一
九
〇
一
（
明
治
三
二
）—

一
九
三
二
（
昭
和
七
）

　

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
一
月
に
中
谷
孝
雄
・
外
村

繁
ら
と
同
人
雑
誌
『
青
空
』
を
創
刊
し
、「
檸
檬
」「
城
の

あ
る
町
に
て
」「
泥
濘
」「
路
上
」「
橡
の
花
」「
K
の
昇
天
」

な
ど
を
発
表
。『
檸
檬
』（
一
九
三
一
〔
昭
和
六
〕）
な
ど
。

川
端
康
成

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）—

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）

　

横
光
利
一
ら
と
と
も
に
雑
誌
『
文
芸
時
代
』
を
創
刊
、

新
感
覚
派
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
伊
豆
の
踊
子
』（
一
九
二
七

〔
昭
和
二
〕）、『
浅
草
紅
団
』（
一
九
三
〇
〔
昭
和
五
〕）、『
雪

国
』（
一
九
三
七
〔
昭
和
十
二
〕）、『
古
都
』（
一
九
六
二

〔
昭
和
三
七
〕）
な
ど
。
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
に
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
。

谷
崎
潤
一
郎

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）—

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）

　

小
説
家
。『
刺
青
』（
一
九
一
〇
〔
明
治
四
三
〕）
で

唯
美
主
義
の
作
家
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

『
痴
人
の
愛
』（
一
九
二
五
〔
大
正
十
四
〕）、『
蓼
食
ふ

虫
』（
一
九
二
九
〔
昭
和
五
〕）、『
春
琴
抄
』（
一
九
三
三

〔
昭
和
八
〕）、『
細
雪
』（
一
九
四
六
〔
昭
和
二
一
〕—

一
九
四
八
〔
昭
和
二
三
〕）
な
ど
。

萩
原
朔
太
郎

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）—

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）

　
『
月
に
吠
え
る
』（
一
九
一
七
〔
大
正
六
〕）
で
詩
壇
の

注
目
を
集
め
、
音
楽
性
に
富
む
口
語
自
由
詩
の
創
作
の

ほ
か
評
論
活
動
も
精
力
的
に
行
っ
た
。
他
に
『
青
猫
』

（
一
九
二
三
〔
大
正
十
二
〕）、『
純
情
小
曲
集
』（
一
九
二
五

〔
大
正
十
四
〕）、『
氷
島
』（
一
九
三
四
〔
昭
和
九
〕）
な
ど
。

堀
辰
雄

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）—

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）

　

フ
ラ
ン
ス
文
学
に
通
じ
、
新
心
理
主
義
の
手
法
を
取
り

入
れ
た
創
作
を
発
表
す
る
ほ
か
、
三
好
達
治
ら
と
と
も
に

詩
誌
『
四
季
』
を
主
宰
し
た
。『
聖
家
族
』（
一
九
三
〇
〔
昭

和
五
〕）、『
美
し
い
村
』（
一
九
三
四〔
昭
和
九
〕）、『
菜
穂
子
』

（
一
九
四
一
〔
昭
和
十
六
〕）
な
ど
。

宮
沢
賢
治

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）—

一
九
三
三
（
昭
和
八
）

　

農
学
校
教
師
や
農
村
の
指
導
者
と
し
て
活
動
し
た
一
方



一
九
三
六〔
昭
和
十
一
〕
年
）
の
刊
行
を
開
始
し
て
お
り
、

人
気
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
。「
櫻
貝
」

は
県
知
事
の
娘
で
女
学
校
に
通
う
瀬
木
藍
子
と
彼
女
の
同

級
生
で
互
い
に
惹
か
れ
合
い
な
が
ら
も
学
校
を
去
っ
た
江

島
薫
、
藍
子
の
従
妹
・
梢
と
い
う
三
人
の
少
女
に
降
り
か

か
る
悲
劇
と
め
ぐ
り
逢
い
を
描
い
た
も
の
。
本
作
は
戦
後

も
多
く
の
読
者
に
支
持
さ
れ
、
版
を
重
ね
た
。

39
『聖
家
族
』

堀
辰
雄

一
九
三
六（
昭
和
十
一
）
年

野
田
書
房

縦
十
七
・
五
㎝ 

横
十
三
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

本
書
に
収
録
さ
れ
た
三
作
――
「
聖
家
族
」・「
ル
ウ
ベ
ン

ス
の
偽
画
」・「
快
復
期
」
――
は
、
い
ず
れ
も
堀
が
新
進

作
家
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
時
期
の
作

品
。
な
か
で
も
表
題
作「
聖
家
族
」
は
、「
死
が
あ
た
か
も

一
つ
の
季
節
を
開
い
た
か
の
や
う
だ
つ
た
。」
と
い
う
一

文
で
始
ま
り
、
登
場
人
物
の
心
理
を
微
細
に
描
き
出
す
手

法
が
評
価
さ
れ
、
堀
の
文
壇
出
世
作
と
な
っ
た
。

40　

『風
立
ち
ぬ
』

堀
辰
雄

一
九
三
七（
昭
和
十
二
）
年

新
潮
社

縦
十
九
・
五
㎝ 

横
十
四
・
〇
㎝

大
妻
女
子
大
学
図
書
館

　

装
幀
鈴
木
信
太
郎
。「
風
立
ち
ぬ
」
は
堀
辰
雄
の
代
表

作
の
一
つ
で
、
主
人
公
の「
私
」
が
婚
約
者「
節
子
」
の
付

き
添
い
と
し
て
結
核
療
養
所
で
暮
ら
す
日
々
を
、
彼
女
の

死
と
と
も
に
描
い
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
れ
ま
で
に
発
表

さ
れ
た
作
品「
風
立
ち
ぬ
」（『
改
造
』
一
九
三
六〔
昭
和

十
一
〕
年
十
一 

月
）、「
冬
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
三
七（
昭

和
十
二
〕
一
月
）、「
婚
約
」（『
新
女
苑
』
一
九
三
七〔
昭
和

十
二
〕
四
月
）、「
死
の
か
げ
の
谷
」（『
新
潮
』
一
九
三
八

〔
昭
和
十
三
〕三
月
）を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
も
っ
て
長
編
小
説「
風
立
ち
ぬ
」
が
成
立
し
た
と

い
え
る
。

作
家
情
報

（五
十
音
順
）

伊
東
静
雄

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）—

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）

　

日
本
浪
漫
派
の
同
人
で
あ
り
、
そ
の
機
関
誌
『
日
本
浪

漫
派
』
や
詩
誌
『
コ
ギ
ト
』
な
ど
に
も
多
く
寄
稿
し
た
。

詩
集
『
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
』（
一
九
三
五
〔
昭
十
〕）、

『
夏
花
』（
一
九
四
一
〔
昭
和
十
五
〕）、『
反
響
』（
一
九
四
七

〔
昭
和
二
二
〕）
な
ど
。

梶
井
基
次
郎

一
九
〇
一
（
明
治
三
二
）—

一
九
三
二
（
昭
和
七
）

　

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
一
月
に
中
谷
孝
雄
・
外
村

繁
ら
と
同
人
雑
誌
『
青
空
』
を
創
刊
し
、「
檸
檬
」「
城
の

あ
る
町
に
て
」「
泥
濘
」「
路
上
」「
橡
の
花
」「
K
の
昇
天
」

な
ど
を
発
表
。『
檸
檬
』（
一
九
三
一
〔
昭
和
六
〕）
な
ど
。

川
端
康
成

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）—

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）

　

横
光
利
一
ら
と
と
も
に
雑
誌
『
文
芸
時
代
』
を
創
刊
、

新
感
覚
派
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
伊
豆
の
踊
子
』（
一
九
二
七

〔
昭
和
二
〕）、『
浅
草
紅
団
』（
一
九
三
〇
〔
昭
和
五
〕）、『
雪

国
』（
一
九
三
七
〔
昭
和
十
二
〕）、『
古
都
』（
一
九
六
二

〔
昭
和
三
七
〕）
な
ど
。
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
に
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
。

谷
崎
潤
一
郎

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）—

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）

　

小
説
家
。『
刺
青
』（
一
九
一
〇
〔
明
治
四
三
〕）
で

唯
美
主
義
の
作
家
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

『
痴
人
の
愛
』（
一
九
二
五
〔
大
正
十
四
〕）、『
蓼
食
ふ

虫
』（
一
九
二
九
〔
昭
和
五
〕）、『
春
琴
抄
』（
一
九
三
三

〔
昭
和
八
〕）、『
細
雪
』（
一
九
四
六
〔
昭
和
二
一
〕—

一
九
四
八
〔
昭
和
二
三
〕）
な
ど
。

萩
原
朔
太
郎

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）—

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）

　
『
月
に
吠
え
る
』（
一
九
一
七
〔
大
正
六
〕）
で
詩
壇
の

注
目
を
集
め
、
音
楽
性
に
富
む
口
語
自
由
詩
の
創
作
の

ほ
か
評
論
活
動
も
精
力
的
に
行
っ
た
。
他
に
『
青
猫
』

（
一
九
二
三
〔
大
正
十
二
〕）、『
純
情
小
曲
集
』（
一
九
二
五

〔
大
正
十
四
〕）、『
氷
島
』（
一
九
三
四
〔
昭
和
九
〕）
な
ど
。

堀
辰
雄

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）—

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）

　

フ
ラ
ン
ス
文
学
に
通
じ
、
新
心
理
主
義
の
手
法
を
取
り

入
れ
た
創
作
を
発
表
す
る
ほ
か
、
三
好
達
治
ら
と
と
も
に

詩
誌
『
四
季
』
を
主
宰
し
た
。『
聖
家
族
』（
一
九
三
〇
〔
昭

和
五
〕）、『
美
し
い
村
』（
一
九
三
四〔
昭
和
九
〕）、『
菜
穂
子
』

（
一
九
四
一
〔
昭
和
十
六
〕）
な
ど
。

宮
沢
賢
治

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）—

一
九
三
三
（
昭
和
八
）

　

農
学
校
教
師
や
農
村
の
指
導
者
と
し
て
活
動
し
た
一
方



で
、
冷
害
に
苦
し
む
東
北
地
方
の
農
村
を
題
材
に
し
た
童

話
や
詩
を
執
筆
し
た
。『
春
と
修
羅
』（
一
九
二
四
〔
大
正

十
三
〕）、『
注
文
の
多
い
料
理
店
』（
一
九
二
四
〔
大
正

十
三
〕）、『
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
』（
一
九
四
一
〔
昭

和
十
六
〕）
な
ど
。

室
生
犀
星

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）—
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）

　

詩
人
、小
説
家
。『
抒
情
小
曲
集
』（
一
九
一
八〔
大
正
七
〕）

な
ど
の
抒
情
詩
人
と
し
て
出
発
し
、『
性
に
眼
覚
め
る
頃
』

（
一
九
二
〇
〔
大
正
九
〕）
な
ど
の
抒
情
的
な
作
風
の
小
説

に
よ
っ
て
小
説
家
と
し
て
の
地
歩
を
築
く
。『
あ
に
い
も

う
と
』（
一
九
三
四〔
昭
和
九
〕）、『
杏
つ
子
』（
一
九
五
七〔
昭

和
三
二
〕）、『
蜜
の
あ
は
れ
』（
一
九
五
九
〔
昭
和
三
四
〕）

な
ど
。

横
光
利
一

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）—

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）

　

小
説
家
。『
日
輪
』（
一
九
二
三
〔
大
正
十
二
〕）、『
蠅
』

（
同
）
で
注
目
さ
れ
、
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
『
文

芸
時
代
』
を
創
刊
し
、
川
端
康
成
ら
と
新
感
覚
派
の
作
家

と
し
て
活
動
す
る
。『
機
械
』（
一
九
三
〇〔
昭
和
五
））、『
上

海
』（
一
九
三
二
（
昭
和
七
））、『
旅
愁
』（
一
九
四
〇
〔
昭

和
十
五
〕—

一
九
四
六
〔
昭
和
二
一
〕）
な
ど
。

吉
屋
信
子

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）—

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）

　

少
女
小
説
作
家
と
し
て
人
気
を
博
し
た
後
、
雑
誌
や
新

聞
な
ど
で
連
載
小
説
を
発
表
し
多
く
の
読
者
に
支
持
さ
れ

た
。『
女
の
友
情
』（
一
九
三
五〔
昭
和
十
〕）、『
良
人
の
貞
操
』

（
一
九
三
七
〔
昭
和
十
二
〕）、『
鬼
火
』（
一
九
五
二
〔
昭

和
二
七
〕）、『
徳
川
の
夫
人
た
ち
』（
一
九
六
六
〔
昭
和

三
六
〕）、『
女
人
平
家
』（
一
九
七
一
〔
昭
和
四
六
〕）
な
ど
。

参
考
文
献
一
覧

（五
十
音
順
）

市
古
夏
生
・
菅
聡
子
編
、
浅
井
清
編
集
協
力
『
日
本
女
性

文
学
大
事
典
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
）

岩
切
信
一
郎
『
明
治
版
画
史
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
九
）

岩
淵
宏
子
ほ
か
編
『
少
女
小
説
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、

二
〇
一
五
）

大
貫
伸
樹
『
装
丁
探
索
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
）

小
田
光
雄
『
近
代
出
版
史
探
索
Ⅰ
』（
論
創
社
、

二
〇
一
九
）

小
田
光
雄
『
近
代
出
版
史
探
索
Ⅲ
』（
論
創
社
、

二
〇
二
〇
）

『
梶
井
基
次
郎
資
料
展
図
録
』（
大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会
、

二
〇
〇
八
）

小
池
智
子
「
佐
野
繁
次
郎
と
横
光
利
一
に
つ
い
て
の
覚
書
」

『
横
光
利
一
と
川
端
康
成
展
』（
世
田
谷
文
学
館
、

一
九
九
九
）

河
野
龍
也
『
梶
井
基
次
郎
「
檸
檬
」
の
ル
ー
ツ
――

実
践
女
子
大
学
蔵
「
瀬
山
の
話
」』（
武
蔵
野
書
院
、

二
〇
一
九
）

鈴
木
貞
美
『
梶
井
基
次
郎
の
世
界
』（
作
品
社
、

二
〇
〇
一
）

鈴
木
貞
美
編
『
梶
井
基
次
郎
全
集
』
第
一
巻
－
第
三
巻
、

別
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇
）

鈴
木
貞
美
編
・
解
説
『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム　

梶
井

基
次
郎
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
七
）

鈴
木
貞
美
『
年
表
作
家
読
本　

梶
井
基
次
郎
』（
河
出
書

房
新
社
、
一
九
九
五
）

竹
田
志
保
『
吉
屋
信
子
研
究
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
一
八
）

羽
鳥
徹
哉
・
原
善
編
『
川
端
康
成
全
作
品
研
究
事
典
』（
勉

誠
出
版
、
一
九
九
八
）

宮
内
淳
子
「
解
題
」『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
十
七
巻
（
中

央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五
）

山
中
剛
史
『
谷
崎
潤
一
郎
と
書
物
』（
秀
明
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
〇
）

淀
野
隆
三
・
中
谷
孝
雄
編『
梶
井
基
次
郎
全
集
』上
下
巻（
六

蜂
書
房
、
一
九
三
四
）

淀
野
隆
三
・
中
谷
孝
雄
編『
梶
井
基
次
郎
全
集
』全
三
巻（
筑

摩
書
房
、
一
九
五
九
）

淀
野
隆
三
・
中
谷
孝
雄
編『
梶
井
基
次
郎
全
集
』全
三
巻（
筑

摩
書
房
、
一
九
六
六
）


